
　公衆衛生看護の道を選んだ皆さんは、個人の健康だけでなく、地域という

大きな「命」を支える特別な視点をもつことができます。

　現場では困難に直面することもあるでしょう。しかし、データと対話し、

人々の生活に寄り添い、変革を恐れない心を持ち続けてください。皆さんが

保健師として進む一歩が、誰かの健やかな明日を創ります。

　皆さんの歩む道が、希望に満ちたものであることを心から願っています。

2026年3月吉日

一般社団法人　全国保健師教育機関協議会  会長　臺　有桂

重荷が人を押し潰すのではない。背負い方が問題なのだ。（Lena Horne）


